

























・ 隠岐島の旅は高橋文太郎著「隠岐島の旅」（『ドルメン』第 3巻第 8号、1934年）から当該資料に
ついて記載のある箇所を抜粋した。
解題








1 ）昭和 9年 5月調査





















集期が昭和 9年 5月 28日、水筒のユヅツは昭和 9年 5月 29日と記載されていることから岩井に頼
んで、後日、送付してもらったものと推察される。備考欄に「岩井亀千代氏報」、「岩井氏報」とあ
るのはその証左といえるだろう。
2 ）昭和 10 年調査












































































岩井亀千代 採集者 昭和 9年 5月 25日






岩井亀千代 吉田荒男 昭和 9年 5月 25日 耕作用（岩井亀千代氏報）






岩井亀千代 吉田荒男 昭和 9年 5月 25日 農具。






岩井亀千代 昭和 9年 5月 25日






岩井亀千代 昭和 9年 5月 25日

















A・M同人 昭和 9年 5月 26日 労働着
4217 延縄の碇
ハエナワ

























岩井亀千代 木戸喜代市 昭和 9年 5月 25日






岩井亀千代 昭和 9年 5月 25日 ワラジの上に使用す。
51 ▶▶▶
隠岐民具データ集
通番 標本番号 標本名 原簿番号 標準名 地方名 採集地 採集者 寄贈者 採集期 収蔵期 備考






A・M同人 岩井亀千代 昭和 9年 5月 25日
























岩井亀千代 昭和 9年 5月 25日 背負籠属〈挿図〉




A・M同人 昭和 9年 5月 24日




A・M同人 昭和 9年 5月 24日













A・M同人 昭和 9年 5月 25日






A・M同人 昭和 9年 5月 26日
4231 カガミ 島根県 岩井亀千代































4234 ササエヤス 島根県 岩井亀千代

















4238 メノハカギ 島根県 岩井亀千代
4241 チシ 島根県 岩井亀千代 昭和 9年 5月 28日
▶▶▶ 52
通番 標本番号 標本名 原簿番号 標準名 地方名 採集地 採集者 寄贈者 採集期 収蔵期 備考






岩井亀千代 昭和 9年 5月 24日 A・M同人？（37・2・3記）




岩井亀千代 採集者 昭和 9年 5月 29日 湯筒






A・M同人 昭和 9年 5月 24日






A・M同人 昭和 9年 5月 24日













岩井亀千代 吉田荒男 昭和 9年 5月 25日




A・M同人 昭和 9年 5月 25日






A・M同人 昭和 9年 4
（ママ）
月 25日







A・M同人 昭和 9年 5月 23日













A・M同人 中谷いは 昭和 9年 4
（ママ）
月 24日 藻の名称、ジンバ或はモバ。







山口和雄 安達和太郎 昭和 10年 8月 20日
綱絲をすく漁
具（綱と★の
絲 を ま く）
（旧い附札よ
り）
33 H0017296 竹筒 5490 アグリヅツ 島根県
桜田勝徳・
山口和雄 昭和 10年 8月 20日














山口和雄 昭和 10年 8月 20日
5493 タラシ 島根県 桜田勝徳・山口和雄 昭和 10年 8月 20日
53 ▶▶▶
隠岐民具データ集
通番 標本番号 標本名 原簿番号 標準名 地方名 採集地 採集者 寄贈者 採集期 収蔵期 備考









山口和雄 安達和太郎 昭和 10年 8月 20日









山口和雄 安達和太郎 昭和 10年 8月 20日





































平木由太郎 昭和 10年 8月 20日
40 H0017303 釣針 5498 ゴンガラ 島根県 昭和 10年 8月 20日
41 H0017304 釣針 5498 ゴンガラ 島根県 昭和 10年 8月 20日
42 H0017305 釣針 5498 ゴンガラ 島根県 昭和 10年 8月 20日
43 H0017306 釣針 5498 ゴンガラ 島根県 昭和 10年 8月 20日








山口和雄 昭和 10年 8月 昭和 10年 8月 20日




















山口和雄 安達和太郎 昭和 10年 8月 17日 昭和 10年 8月 25日
墓地用。四十
















山口和雄 平木由太郎 昭和 10年 8月 25日







山口和雄 道根竹市 昭和 10年 8月 28日 ヲトコ結び。
▶▶▶ 54
通番 標本番号 標本名 原簿番号 標準名 地方名 採集地 採集者 寄贈者 採集期 収蔵期 備考





山口和雄 小泉金太郎 昭和 10年 8月 28日
地曳網夜漁に
於て篝火を焚











5652 ケンガラ 島根県 桜田膳徳・山口和雄 昭和 10年 8月 25日
5700 オトシ 島根県 安達和太郎 昭和10年10月10日 漁具












安達和太郎 仝人 昭和 10年10月10日









5704 カガラ 島根県 安達和太郎 昭和 10年10月10日 漁具










5706 トンボ 島根県 安達和太郎 昭和 10年10月10日
5707 底ゴンガラ 島根県 安達和太郎 昭和 10年10月10日
55 H0017512 釣針 5708 カブセ 島根県 安達和太郎 昭和 10年10月10日
5709 海敷 島根県 安達和太郎 昭和 10年10月10日



































































































































































































































































































































































































































































































































































































通番 小林班所見 宮本馨太郎メモ 隠岐手帖一 隠岐島前漁村採訪記 隠岐島の旅
53
ゴンガラと縄籠は別
物。縄籠にある延縄用
釣糸は天然テグス使
用ヵ。縄は麻糸に柿渋
を塗布。未使用か。延
縄の針は先に特徴あ
る曲がりがあり、タイ
用、ハマチ用に類似。
「第二部 漁業」（p. 48）に
「ゴンガラ カヾラとも言
ふ。烏賊を釣る道具で二種
ある。一は餌をつけて釣る
もの、他は餌を用ひぬもの
である。前者は竹をけづり
經二分、長さ約三寸五分
位の棒にしたものの先端
に針金を十本程一所にし
その先きを錨の如き形に
曲げたものをつけた漁具
である。後者は中部が稍々
太くなった長さ三寸くら
いの鉛の棒の先きに十二、
三本の針金を一所にしそ
の先きをやはり錨形に曲
げたものをつけた漁具で
鉛の棒には白布が巻きつ
けてあるものもある。上圖
の如くである。右は船越で
採集してきたゴンガラを
標準として述べたが、浦
郷、菱、其他に於ても大し
た構造上の差異はなかっ
たと思はれる。唯、昔は右
のやうな比較的精巧なも
のではなく、古釘の長いの
を四五本三、四ヶ所ほど竹
の皮で結んで一所にし、其
先に十本内外の針金をつ
け錨形に曲げたものを使
用したとのことだ。（ヒラ
キヤ老人談）」とあり。
54
柄部分は鋸で切り取
られている。カナギ漁
用か。鯨鰓は「鯨のひ
げ」と推定。
55
ゴンガラ状の釣針。全
長 190ミリメートル。
ゴンガラより柄が長
い。
56
側面に「津戸方面ニテ
ハヨコ口ト云フ」と
墨書あり。
「ヨコヅチ藁うち槌」
57
二組。二股状のしめ
縄で、一方はしめ始
めは右縒りだが 10セ
ンチメートルほど進
んだ部分から三つ編
みに変化する。もう
一方は全体に三つ編
みである。備考の「三
組」は「三 編」か。
大久収集は行程上 5
月 27日。
